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■課題情報 

 該当に〇（複数可） いずれかに〇 

機器分類 

()内は一般的名称等* 

新規性 
新規製品 既製品の改良

方法 機構 材料 他 

診断機器 

（       ） 

      

治療機器 

（       ） 

〇 〇 〇    

手術機器・器具 

（       ） 

      

その他 

（       ） 

      

*「一般的名称等」は薬機法上の「一般的名称」または「内視鏡」「放射線機器」などでも可。 

■進捗状況（実施済は●、現段階は〇、未実施は空欄、該当せずは×） 

ｸﾗｽ 

分類 

ﾆｰｽﾞ抽出 

含ｱｲﾃﾞｱ 

ｱｶﾃﾞﾐｱ

連携 

企業マッチング 

特許

出願 試作

製品

化 

臨床

研究 治験

保険

適用

開発 

合意** 

NDA 共同研究 

契約 

     ●   ● ● 〇  

**「開発合意」は企業が開発に合意している場合に〇。 

■詳細情報 

対象疾患 食道癌 

医療現場ニーズ 現状では広範囲な食道表在がんに対する内視鏡的粘膜下層剥離術

（ESD）には食道狭窄が高率に発生するが、効果的な予防策が確立され

ていない。 

アセットの概要 広範囲な食道表在がんに対する ESD 後の食道狭窄予防のための治療法

として、東京女子医科大学が開発した自家培養上皮細胞シート技術を

ESD 後の食道潰瘍へ移植する再生医療を早期に実用化するため、細胞シ

ート製品ならびにコンビネーション移植器具による治験を実施中。成果

により、薬事承認申請を目指す。 

関連する研究費 

（申請中を含む） 

AMED 

論文、特許、共同研究等 中央病院：なし 
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